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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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団
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野
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消
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協
会
会
長
　
上
條
　
博
文

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
下
77
団
、

3
万
8
百
人
余
の
消
防
団
員
を

は
じ
め
、
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な

希
望
を
持
っ
て
令
和
5
年
の
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
火
災
や
風
水

害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
地

域
の
皆
様
の
生
命
、
身
体
及
び

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
郷
土
愛

と
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
職
務

に
精
励
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ

と
に
対
し
、
深
く
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
長
野
県
消
防
協
会
の
各

種
事
業
の
運
営
に
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
り
、
県
内
で
も
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
大
雨
で
水
害
、

土
砂
災
害
が
頻
発
し
、
激
甚
化

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
市
街

地
や
山
林
の
火
災
も
相
次
ぎ
、

尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
ま

し
た
。各
地
の
消
防
団
が
災
害
、

火
災
現
場
の
最
前
線
で
住
民
の

救
助
、
避
難
誘
導
、
警
戒
活
動

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
や
住
民
を
熟
知
し
て
活
動

す
る
消
防
団
に
寄
せ
ら
れ
る
地

域
の
期
待
は
大
き
く
、
我
々
の

使
命
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
1
月
早
々
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　

オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
顕
著
と

な
り
、
こ
の
波
が
6
月
ま
で
及

ん
だ
た
め
、
各
消
防
団
の
訓
練

や
行
事
が
な
か
な
か
平
常
通
り

実
施
で
き
ず
、
団
員
士
気
の
保

持
や
技
術
の
維
持
向
上
、
団
運

営
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
感
染
拡
大
の

波
は
そ
の
後
も
8
月
か
ら
9

月
、
11
月
か
ら
現
在
ま
で
と
繰

り
返
し
、
全
県
の
感
染
レ
ベ
ル

や
確
保
病
床
使
用
率
も
高
い
状

況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
団
員

及
び
消
防
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
御
自
身
の
健
康
管
理
と
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

の
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
長
野
県
消
防

協
会
で
は
6
月
に
新
役
員
の
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

7
月
に
3
年
ぶ
り
に
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
、
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
を
松
本
で
開
催
、
9
月
に

は
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
、
10
月

に
は
一
堂
に
会
し
て
3
年
ぶ
り

と
な
る
消
防
団
長
、
事
務
担
当

者
研
修
大
会
な
ど
、
感
染
症
対

策
を
講
じ
な
が
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
参
加
、
御
協
力

い
た
だ
い
た
役
員
、
団
員
並
び

に
関
係
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
県
内
の
消
防
団
員

の
実
員
数
は
、
団
員
の
年
額
報

酬
の
改
善
や
直
接
支
給
の
取
り

組
み
と
相
ま
っ
た
団
員
把
握
の

厳
格
化
等
に
よ
り
、
昨
年
4
月

現
在
で
一
昨
年
と
比
べ
て
1
，

5
9
0
人
の
減
少
と
こ
れ
ま

で
で
最
も
大
き
な
減
少
幅
と

な
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
消
防

協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一

層
の
団
員
募
集
の
広
報
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
や
り
が
い
や

魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
の
事
業
に
知
恵
を

出
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
専
門
委
員
会
及

び
理
事
会
で
は
、
令
和
5
年
度

の
事
業
執
行
方
針
を
協
議
、
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
も
役
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て

事
業
を
執
行
し
、
消
防
団
の
支

援
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
相
変
わ
ら
ず
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
が
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
う
と

と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人

　
　
長
野
県
消
防
協
会

会　
　

長

上
條　

博
文

業
務
執
行
理
事
・

副
会
長

福
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日
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〃

松
木　

道
夫

　

〃
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年
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第
3
回
理
事
会 

開
催

�

令
和
5
年
度
事
業
方
針
を
決
定

　

令
和
4
年
度
第
2
回
専
門
委
員
会

と
第
3
回
理
事
会
を
12
月
9
日（
金
）、

長
野
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。理
事
会

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
総
務
、
教
養
、

福
利
厚
生
の
各
専
門
委
員
会
が
所
管

の
5
年
度
事
業
方
針
を
協
議
。結
果
が

各
委
員
長
か
ら
理
事
会
で
報
告
さ
れ
、

次
の
と
お
り
承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
の
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
・
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
を

長
野
市
の
県
消
防
学
校
で
初
め
て
実

施
す
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
、
当
番
協
会

の
上
伊
那
消
防
協
会
長（
竹
入
英
城
理

事
）か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
方
針
に
沿
っ
て
5
年
度
予
算

案
を
作
成
し
、
次
回
3
月
の
第
4
回
理

事
会
で
審
議
い
た
だ
き
ま
す
。

総
務
専
門
委
員
会
関
係

①
基
金
運
用
、
日
本
消
防
協
会
、
県
消

防
協
会
定
例
表
彰
、
消
防
団
員
の
活

動
に
対
す
る
事
業
所
等
へ
の
協
力

依
頼
に
つ
い
て
従
来
ど
お
り
行
い

ま
す
。

②
広
報
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

新
た
に「
消
防
団
員
募
集
」の
コ
ー

ナ
ー
を
作
り
、
動
画
の
掲
載
や
総
務

省
消
防
庁
の
関
連
コ
ー
ナ
ー
へ
の

リ
ン
ク
を
貼
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
紙「
信
州
消
防
」と

も
に
主
要
行
事
の
案
内
周
知
や
実

施
事
業
の
報
告
を
行
い
ま
す
。フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
を
貼
り
、
主
要
行
事
に
加
え

て
各
団
の
事
業
を
希
望
に
応
じ
て

掲
載
し
ま
す
。

③
女
性
消
防
団
員
活
性
化
会
議
を
引

き
続
き
開
催
し
、
県
内
女
性
消
防
団

員
の
交
流
、
情
報
交
換
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
活
性
化
大
会
の
開
催
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
県
の
関
与
と
し
て
、
今
年
度
と
同
様

の
事
業
費
補
助
及
び
県
の
当
協
会

運
営
へ
の
参
加
を
依
頼
し
ま
す
。

教
養
専
門
委
員
会
関
係

①
第
65
回（
令
和
5
年
度
）県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
7
月
23
日

（
日
）、
長
野
県
消
防
学
校
の
放
水
訓

練
場
で
行
い
ま
す
。運
営
方
法
等
は

次
の
内
容
を
基
本
に
具
体
的
な
実

施
要
綱
を
作
成
し
、
今
後
の
理
事
会

で
協
議
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
操
法
実
施
要
領
及
び
操
法
大
会
審

査
要
領
は
、
必
要
事
項
の
修
正
を
し

ま
す
。

⑵
運
営
方
法

 

・
選
手
及
び
選
手
関
係
者
の
負
担
軽
減

と
3
密
回
避
の
た
め
、
地
区
消
防
協

会
ご
と
に
集
合
、
受
付
・
点
検
、
待

機
、
競
技
の
エ
リ
ア
を
一
巡
す
る
入

換
え
方
式
と
し
ま
す
。

 

・
開
閉
会
式
典
及
び
表
彰
式
は
行
い
ま

せ
ん
。

 

・
選
手
関
係
者
、
来
賓
及
び
広
報
・
報

道
関
係
者
の
入
場
は
、
縮
減
に
協
力

を
求
め
た
上
で
緩
和
し
ま
す
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

防
止
対
策
及
び
熱
中
症
予
防
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
参
加
者

に
も
対
策
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
ま

す
。

②
第
32
回（
令
和
5
年
度
）県
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
、
期
日
は
令
和

5
年
度
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

と
同
じ
、
場
所
は
長
野
県
消
防
学
校

屋
内
訓
練
場
で
行
い
ま
す
。今
後
具

体
的
な
実
施
要
綱
を
作
成
し
ま
す
。

⑴
実
施
要
領
は
今
年
度
改
正
版
か
ら

の
大
き
な
改
正
は
な
い
見
込
み
で

す
。

⑵
運
営
方
法
は
令
和
5
年
度
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
と
同
様
で
す
。

⑶
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
各
地
区
協
会
で
協
議
し
た

上
で
決
定
し
、
事
務
局
に
報
告
い
た

だ
い
た
後
、
令
和
5
年
3
月
の
第
4

回
理
事
会
の
承
認
を
も
っ
て
正
式

決
定
と
し
ま
す
。

⑷
ラ
ッ
パ
吹
奏
講
習
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

推
薦
審
査
員
4
名
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
令
和
5
年
4
月
22
日（
土
）

県
消
防
学
校
で
行
い
ま
す
。

③
第
13
回
長
野
県
消
防
団
長
・
事
務
担

当
者
研
修
大
会
は
、
10
月
18
日（
水
）

午
後
1
時
か
ら
、
松
本
市
の
ホ
テ

ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
で
行
い
ま
す
。な

お
、
研
修
大
会
と
交
互
に
開
催
し
て

い
た
長
野
県
消
防
団
音
楽
隊
交
流

演
奏
会
は
5
年
度
は
実
施
し
ま
せ

ん
。

④
副
団
長
講
習
会
は
、
令
和
5
年
6
月

10
日（
土
）県
消
防
学
校
で
行
い
ま

す
。

⑤
消
防
団
員
指
導
員
研
修
は
、
令
和
5

年
12
月
14
日（
木
）と
15
日（
金
）に

1
泊
2
日
で
県
消
防
学
校
で
行
い

ま
す
。

⑥
消
防
団
員
幹
部
特
別
研
修（
日
本
消

防
協
会
主
催
）は
、
1
月
中
旬
に
東

京
都
で
行
わ
れ
ま
す
。参
加
者
1
名

の
割
当
は
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

⑦
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

（
日
本
消
防
協
会
主
催
）は
、
男
性
が

2
月
上
旬
、
女
性
が
2
月
中
旬
に
東

京
都
で
行
わ
れ
ま
す
。参
加
者
男
女

各
1
名
の
割
当
は
、
東
信
、
南
信
、

中
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

⑧
第
25
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

（
日
本
消
防
協
会
主
催
）は
、
10
月
21

日（
土
）に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま

す
。県
代
表
チ
ー
ム
に
出
場
支
援
を

し
ま
す
。

⑨
第
28
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
石
川
大
会
は
、
11
月
16
日（
木
）に

金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。参
加
者

枠
に
応
じ
て
参
加
希
望
を
募
り
ま

す
。日
本
消
防
協
会
の
情
報
交
流
会

に
参
加
す
る
女
性
消
防
団
員
に
1

名
に
つ
き
5
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

福
利
厚
生
専
門
委
員
会
関
係

①
日
本
消
防
協
会
の
消
防
団
員
等
福

祉
共
済
は
、
県
下
消
防
団
員
が
全

員
加
入
し
て
い
ま
す
。消
防
個
人
年

金
、
婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉
共
済
、

全
日
本
消
防
人
共
済
会
の
火
災
共

済
に
も
多
く
の
団
員
に
加
入
い
た

だ
く
よ
う
、
各
団
に
呼
び
掛
け
て
い

き
ま
す
。

②
県
消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、
9

月
上
旬
長
野
市
花
岡
平
慰
霊
碑
前

で
行
い
ま
す
。県
消
防
長
会
と
の
共

催
で
、
5
年
度
開
催
当
番
は
県
消
防

長
会
で
す
。

③
第
42
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
9
月
14
日（
木
）日
本
消
防
協
会

で
行
わ
れ
ま
す
。

④
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共
済
及
び

長
野
県
消
防
協
会
定
款
細
則
に
基

づ
く
弔
慰
金
等
に
つ
い
て
、
請
求
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
制
度
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

⑤
信
州
消
防
団
員
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事

業
に
つ
い
て
、
団
員
へ
の
周
知
を
図

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
紙

「
信
州
消
防
」に
よ
り
積
極
的
に
広

報
し
て
い
き
ま
す
。

消防団員とご家族のご利用を
お待ちしております。
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消
防
出
初
式
各
地
で
挙
行

　

令
和
5
年
の
消
防
出
初
式
が
73
市

町
村
で
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。（
1

月
実
施
67
、
4
月
実
施
6
）多
く
の

市
町
村
で
参
加
者
縮
減
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
長
和
町
消
防
出
初
式

　

1
月
8
日（
日
）、
観
閲
式
及
び
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
長
和
町
長

門
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
典

に
は
約
1
1
0
名
の
関
係
者
が
出

席
。
来
賓
の
阿
部
守
一
知
事
が
祝
辞

を
述
べ
消
防
団（
黒
澤
団
長
、
県
協

会
理
事
）を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
昇
一
郎
副
知
事
は
1
月
22
日

（
日
）小
布
施
町
消
防
出
初
式
に
出
席

さ
れ
ま
す
。

◇
松
本
市
消
防
出
初
式

　

1
月
5
日（
木
）、
観
閲
式
及
び
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
隊
列
は
松

本
城
か
ら
行
進
、
千
歳
橋
で
臥
雲
市

長
、
降
幡
消
防
局
長
、
上
條
消
防
団

長（
県
協
会
長
）が
観
閲
。
関
係
者
約

6
0
0
名
が
参
加
し
て
ま
つ
も
と

第
12
回
長
野
県
消
防
団
長
・

事
務
担
当
者
研
修
大
会
開
催

　

10
月
19
日（
水
）、
松
本
市
で
全

県
か
ら
消
防
団
長
と
事
務
担
当

者
、
地
区
消
防
協
会
幹
事
合
わ
せ
て

1
5
6
名
の
出
席
を
得
て
研
修
大

会
を
3
年
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
研
修
の
前
に
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
消
防
ラ
ッ
パ
吹

奏
大
会
の
表
彰
式
並
び
に
県
消
防
団

協
力
事
業
所
等
知
事
表
彰
式
を
実

施
。
入
賞
し
た
各
消
防
団
と
消
防
団

協
力
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
千
葉
県
市
川
市

消
防
団
の
安
達
団
長
か
ら「
消
防
団

員
の
確
保
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
で
は
団

長
、
事
務
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
団
員
確
保
や
操
法
大

会
、
団
員
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
討

議
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
芸
術
館
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
長
野
市
消
防
出
初
式

　

1
月
7
日（
土
）観
閲
式
及
び
式
典

が
挙
行
さ
れ
、
関
係
者
約
6
0
0

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
荻
原
市
長
を

先
頭
に
、
佐
伯
消
防
局
長
、
松
木
消

防
団
長（
県
協
会
副
会
長
）等
参
加
者

が
隊
列
を
組
み
、
善
光
寺
、
中
央
通

り
を
行
進
。
長
野
市
役
所
前
で
市
長

観
閲
、
長
野
市
芸
術
館
で
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
指
導
員
研
修

　

消
防
団
活
動
の
中
核
と
し
て
、
指

導
力
を
も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
団
員

を
対
象
に
12
月
15
日（
木
）と
16
日

（
金
）、
消
防
団
員
指
導
員
研
修
を
県

消
防
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
研
修

に
は
県
下
各
地
か
ら
29
名
が
参
加
。

会
長
講
話
、
県
消
防
課
に
よ
る
災
害

対
応
ゲ
ー
ム
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
、
消
防

学
校
に
よ
る
講
義
や
応
急
救
護
な
ど

の
実
技
の
9
科
目
を
受
講
し
ま
し

た
。受
講
者
は
次
の
通
り
で
す
。

長和町消防出初式�阿部知事長和町消防出初式�阿部知事

松本市消防出初式観閲式松本市消防出初式観閲式長野市消防出初式隊列行進長野市消防出初式隊列行進

長野県消防協会長表彰長野県消防協会長表彰

 

消
防
団
名

階　

級

氏　

名

南

牧

村

副
団
長

有
坂　

泰
志

佐

久

市

分
団
長

土
屋　

博
之

軽
井
沢
町

副
分
団
長

佐
藤　

幸
恒

御
代
田
町

副
分
団
長

古
越　

隆
弘

青

木

村

団

長

小
林　

忠
彦

茅

野

市

副
団
長

濵　
　

勝
之

諏

訪

市

分
団
長

佐
久
間
健
一

下
諏
訪
町

分
団
長

岩
波　

義
幸

駒
ケ
根
市

副
団
長

北
澤　
　

隆

中

川

村

副
団
長

山
口　
　

薫

高

森

町

副
団
長

藤
田　

剛
史

天

龍

村

分
団
長

橋
爪　
　

貴

木

曽

町

副
団
長

清
水　

良
文

大

桑

村

班

長

松
谷　
　

学

松

本

市

部

長

深
沢　

賢
太

塩

尻

市

副
団
長

堀
井　

大
輔

安
曇
野
市

副
団
長

髙
橋　
　

稔

生

坂

村

副
分
団
長

瀧
澤　
　

学

朝

日

村

分
団
長

髙
橋　

功
一

大

町

市

副
分
団
長

荒
川　

裕
史

小

谷

村

分
団
長

宮
嶋　

喜
久

千

曲

市

副
団
長

宮
嶋　

尚
人

坂

城

町

分
団
長

小
山　

忠
彦

須

坂

市

副
団
長

関　
　

延
之

小
布
施
町

副
団
長

清
水　

和
夫

長

野

市

分
団
長

塚
田　
　

匡

信

濃

町

班

長

佐
藤　

昌
樹

飯

綱

町

副
分
団
長

梨
本　

正
彦

栄

村

副
団
長

小
林　
　

智
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県
内
か
ら
5
名
が
受
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

◆
瑞
宝
単
光
章

・
元 

麻
績
村
消
防
団

 

団
長　
　

小
山　

福
績

・
元 

筑
北
村
消
防
団

 

団
長　
　

若
林　

米
満

・
元 

長
野
市
消
防
団

 

分
団
長　

山
口　

好
美

・
元 

松
本
市
消
防
団

 

副
団
長　

忠
地　

靜
男

・
元 

木
祖
村
消
防
団

 

団
長　
　

山
田　

陽
一

消
防
関
係
者

　
　
　    

秋
の
叙
勲

　

松
本
市
で
開
催
し
た
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

（
7
月
10
日（
日
））の
各
部
門
で
優
勝

し
た
消
防
団
団
長
と
選
手
代
表
が
10

月
25
日（
火
）、
県
庁
に
阿
部
知
事
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
来
庁
し
た
の

は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
優
勝
の
小

谷
村
消
防
団
深
澤
団
長
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
及
び
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

優
勝
の
長
野
市
消
防
団
松
木
団
長
ほ

か
各
団
員
代
表
者
の
皆
さ
ん
。
表
敬

訪
問
で
は
、
県
消
防
協
会
上
條
会
長

が
大
会
の
概
要
を
、
各
団
長
が
優
勝

を
報
告
。
阿
部
知
事
か
ら
は
、
優
勝

の
御
祝
い
と
県
内
全
て
の
消
防
団
の

活
動
へ
の
感
謝
と
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

　
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

優
勝
チ
ー
ム
知
事
表
敬
訪
問

　

10
月
29
日（
土
）、
第
29
回
全
国
消

防
操
法
大
会（
主
催　

総
務
省
消
防

庁
・（
公
財
）日
本
消
防
協
会
）が
千

葉
県
市
原
市
の
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
選
手
及
び
関
係
者

を
絞
り
、
3
年
ぶ
り
に
開
催
。
ポ
ン

プ
車
の
部
に
21
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
は
、
長
野
県
代
表
の
長
野
市
消
防

団
を
含
め
て
24
の
消
防
団
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

長
野
市
消
防
団
関
係
者
は
、
前
日

の
公
式
練
習
の
た
め
2
泊
3
日
の
行

程
で
大
会
に
参
加
。
17
番
目
に
登
場

し
た
長
野
市
消
防
団
は
、
晴
れ
の
舞

台
で
長
い
練
習
の
集
大
成
の
操
法
を

披
露
し
、
14
位
で
敢
闘
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法
大
会
開
催

　
長
野
県
代
表

　
　
長
野
市
消
防
団
出
場

　

総
務
省
消
防
庁
、（
公
財
）日
本
消

防
協
会
な
ど
が
主
催
す
る
第
27
回
全

国
消
防
団
活
性
化
徳
島
大
会
が
令
和

4
年
11
月
22
日（
火
）徳
島
市
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
約
1
，
3
0
0
人

の
女
性
消
防
団
員
は
じ
め
関
係
者
が

集
い
ま
し
た
。
当
県
か
ら
は
上
條
会

長
他
副
会
長
、
女
性
消
防
団
員
活
性

化
会
議
の
代
表
な
ど
合
わ
せ
て
9
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
防
火
防
災
啓
発
劇
を

3
県
の
消
防
団
が
発
表
、
記
念
講

演
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
活
動
事
例
発
表

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ロ

ビ
ー
で
は
展
示
に
よ
る
活
動
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
は
思

え
な
い
熱
気
に
包
ま
れ
、
参
加
者
は

活
動
へ
の
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
て
い

ま
し
た
。

全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
徳
島
大
会
に
参
加

参
与
会
開
催

　

11
月
4
日（
金
）、
毎
年
1
回
開

催
し
て
い
る
参
与
会（
県
協
会
長
経

験
者
14
名
で
構
成
。
五
十
嵐
幸
男
会

長
）を
長
野
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
与
10
名
、
評
議
員
4
名
と
正
副
会

長
が
出
席
。
活
動
状
況
報
告
等
に
つ

い
て
、
諸
先
輩
方
か
ら
叱
咤
激
励
を

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

県
協
会
定
例
表
彰

　

令
和
4
年
度
の
長
野
県
消
防
協
会

定
例
表
彰
は
、
92
団（
団
及
び
分
団
）

と
2
，
6
4
5
名
を
表
彰
、
市
町
村

の
出
初
式
等
で
授
与
さ
れ
ま
す
。

・
現
場
功
労
章 

1
団

・
優
秀
章 

10
団

・
無
火
災
章 

4
団
・
58
分
団

・
特
別
無
火
災
章 

1
団
18
分
団

・
功
績
章 

81
名

・
永
年
勤
続
功
労
章 

2
5
0
名

・
功
労
章 

2
4
7
名

・
努
力
章 

2
1
5
名

・
精
績
章 

3
2
3
名

・
技
術
章 

2
0
7
名

・
精
勤
章 

1
，
2
7
1
名

・
退
職
者
感
謝
状 

47
名

・
一
般
個
人
表
彰

　
　
（
前
正
副
会
長
） 

4
名

日本消防協会�秋本会長日本消防協会�秋本会長


